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審議議案

区　分 使　い　道 金額
（千円）

総額に対する割合
(%)

前年度比
(％)

住民一人当り額
(円)

議 会 費 議会運営等 ２９６,５４０ ０．８ △３．５ ２,４８２

総 務 費 庁舎や職員の管理費、財政、徴税、選挙等 ４,６９４,０４7 1２．7 ６．５ ３９,２８３

民 生 費 福祉、高齢者福祉、国民年金、子育て等 11,６1４,８7５ ３1．４ △０．６ ９7,２００

衛 生 費 健康増進、ごみ処理、環境衛生等 ２,7０7,０３1 7．３ ５．９ ２２,６５４

労 働 費 雇用促進、勤労者支援等 1２1,２８４ ０．３ △８．８ 1,０1５

農林水産業費 農業、土地改良等 ３４３,４３５ ０．９ ９．1 ２,８7４

商 工 費 商工業、観光振興等 ３６1,６7３ 1．０ 1５．４ ３,０２7

土 木 費 道路、公園、区画整理事業等 ５,1８２,４６９ 1４．０ △３０．４ ４３,３7０

消 防 費 火災、風水害等 1,６５４,６71 ４．５ △1０．7 1３,８４7

教 育 費 学校教育、社会教育、スポーツ振興等 ６,２５1,２7４ 1６．９ 1４．９ ５２,３1５

公 債 費 市債などの返済金 ３,7４５,71２ 1０．２ ６．５ ３1,３４６

合　　計 ３６,９7３,０11 1００．０ △２．６ ３０９,４1３

一般会計目的別歳出内訳

市税
37.3％

民生費
31.4％公債等

10.2％
公債等
10.2％
公債等
10.2％

衛生費
7.3％
衛生費
7.3％
衛生費
7.3％ 県支出金 4.6％県支出金 4.6％県支出金 4.6％

繰越金 3.9％繰越金 3.9％繰越金 3.9％

土木費
14.0％

教育費
16.9％

総務費
12.7％

市債
20.1％

地方交付税
15.2％

国庫支出金
9.2％

その他
9.5％

一般会計歳入

歳入
388億7,399万円

歳出
369億7,301万円

一般会計歳出
繰入金 0.2％

消防費 4.5％
その他 3.0％

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
２５
日
ま
で
の
２４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
初
日
に
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て

「
鴻
巣
市
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基
準
に
関
す
る
条
例
」「
平
成
２６
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」「
平
成
２５
年
度
鴻
巣
市
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
３８
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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財
政
健
全
化
判
断
比
率

　
平
成
２５
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
、
早
期
健
全
化

基
準
以
内
で
あ
り
、
財
政
の
適
正
運

営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

指標の名称
平成２５年度 平成２４年度

早期健全
化基準　 比率 県内市町村

平均比率 比率

実質赤字比率（一般会計等の赤字
の大きさ） 1２．２２ － － －

連結実質赤字比率（市全体の赤字
の大きさ） 17．２２ － － －

実質公債費比率（借入金などのそ
の年の返済額の大きさ） ２５．０ ４．２ ６．1 ４．7

将来負担比率（借入金の残高など
今後支払わなければならない負債
の大きさ）

３５０．０ ２５．５ ３４．２ 1８．８

事業名 金額（千円） 事業名 金額（千円）

①安全・安心でゆったりと暮らせるまちづくり ○川里生涯学習施設建設事業 ９7８,7４1

○防犯灯管理事業（ＬＥＤ化含む） 1６1,６９４ ④利便性が高くうるおいのあるまちづくり

○上谷総合公園整備事業 ２８1,２６7 ○市道Ａ－ 1004号線整備事業 ２０7,５３９

○コミュニティバス運営事業 7９,９９7 ○生活道路改良事業 ３５1,８４４

○災害支援体制整備事業 ３０,1５7 ○鴻巣駅西口駅前広場改修事業 117,２６7

②すべての人が健やかで思いやりのあるまちづくり ⑤いきいきと個性かがやく活力あるまちづくり

○健康体力づくり推進事業 ２,５1３ ○中山道宿場会議鴻巣宿大会事業 ２２,7６４

○地域子育て支援拠点（サロン型）事業 7,３４５ ○こうのす花まつり開催事業 1３,６９３

○吹上学童保育室改築事業 ９４,1３８ ⑥市民協働のまちづくり

○こどもの医療費支給事業 ３４３,171 ○市民活動センター管理運営事業 ３２,２９５

③心ゆたかでときめきのあるまちづくり ○花のボランティア育成活動事業 ２,２77

○映画館管理運営事業 ９7,６６８ ⑦スリムで効率的な行政運営によるまちづくり

○吹上複合施設建設事業 ６7３,５1２ ○本庁舎改修事業 11８,４1８

（単位：％）

平成２５年度の主な事業
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答
市
税
に
関
し
て
、
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
予
想
を
上
回
る
税
収
と
な
り
ま
し

た
が
、
市
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ

税
、
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
見

込
み
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
条
例
改
正
に

伴
う
該
当
者
は

問
現
在
、
条
例
に
該
当
す
る
中
国
残
留

邦
人
や
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
市
営
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
の
か
。

答
中
国
残
留
邦
人
で
条
例
に
該
当
す
る

方
の
入
居
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
母
子
世
帯

４９
戸
、
父
子
世
帯
２
戸
の
計
５1
世
帯
の
入

居
が
あ
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費

問
新
た
に
６５
歳
以
上
で
重
度
心
身
障
害

と
な
っ
た
人
を
対
象
か
ら
外
し
、
ま
た
、

入
院
時
の
食
事
代
を
自
己
負
担
と
す
る
の

は
な
ぜ
か
。

答
現
在
、
６５
歳
以
上
に
な
っ
て
か
ら
重

度
心
身
障
が
い
者
へ
の
登
録
が
全
体
の
８

割
近
く
を
占
め
、
こ
れ
か
ら
益
々
ふ
え
る

だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
県
で
は
、
こ

の
ま
ま
支
給
を
続
け
た
場
合
、
制
度
の
維

持
が
困
難
に
な
る
と
い
う
判
断
か
ら
、
要

綱
を
改
正
し
ま
し
た
。
本
市
で
も
、
県
か

７
人
、
実
施
日
数
は
３
１
８
日
、
実
施
回

数
は
８
３
３
回
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
者
は
２
０
２
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
全
て
の
小
学
校
の
児
童
を
対

象
に
開
設
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
開

設
さ
れ
て
い
な
い
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
校
長
会
で
開
設
に
つ
い
て

協
力
を
求
め
た
り
、
地
域
の
人
の
協
力
が

必
要
で
す
の
で
、
地
域
の
実
情
を
よ
く
調

査
を
す
る
な
ど
、
多
方
面
か
ら
検
討
し
て

開
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
殺
対
策
事
業

問
平
成
２５
年
度
の
成
果
は
。

答
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
事
業

を
年
６
回
か
ら
1２
回
に
拡
充
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
か
ら
悩
み
事
を
相
談
で
き

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
養
成
研
修
会
の
開
催
等
も
行

い
、
そ
の
ほ
か
、
健
康
ま
つ
り
等
で
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
並
び
に

鬱
病
の
チ
ェ
ッ
ク
等
、
啓
発
に
も
力
を
入

れ
ま
し
た
。
３
月
に
は
、
吹
上
駅
頭
に
お

い
て
、
自
殺
予
防
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

う
な
ど
、
取
組
み
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

市
税
の
歳
入
状
況
に

つ
い
て

問
予
算
額
と
決
算
額
と
の
差
異
は
。

条例の一部改正 条例の一部改正

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
こ
う
の

す
の
事
業
実
績

問
昨
年
度
の
成
果
は
。

答
埼
玉
労
働
局
と
の
共
同
運
営
に
よ

り
、
求
人
探
索
、
職
業
相
談
、
職
業
紹
介

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
１
年
間
で
求

職
者
の
登
録
は
、
１
６
８
１
件
で
、
６
６

９
１
件
の
相
談
数
の
う
ち
紹
介
は
、
３
６

１
９
件
、
そ
の
紹
介
か
ら
就
職
に
至
っ
た

の
が
４
７
７
件
で
し
た
。
他
に
再
就
職
支

援
事
業
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し

合
同
就
職
面
接
会
や
ミ
ニ
面
接
会
で
1０
名

が
就
職
し
ま
し
た
。

三
谷
橋
大
間
線
２
期
工

事
に
つ
い
て

問
三
谷
橋
大
間
線
２
期
工
事
の
進
捗
は
。

答
用
地
の
総
買
収
予
定
面
積
は
、
約
３

千
㎡
、
４８
件
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
事

業
用
地
全
体
に
対
す
る
用
地
取
得
の
進
捗

率
は
約
３０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

宮
地
交
差
点
と
鴻
神
社
交
差
点
を
中
心
に

買
収
を
順
次
行
っ
て
お
り
、
交
通
渋
滞
の

緩
和
を
目
指
し
、
関
係
す
る
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
指
定
避
難
所
の
備
蓄

倉
庫
の
中
身
は

問
ど
の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
市
内
の
小
学
校
1９
校
や
市
役
所
を
含

め
備
蓄
倉
庫
は
２４
カ
所
あ
り
、
そ
の
中
に

は
ア
ル
フ
ァ
米
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
食

料
、毛
布
、発
電
機
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

紙
お
む
つ
等
が
入
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

状
況

問
実
績
と
今
後
の
計
画
は
。

答
平
成
２５
年
度
は
、
市
内
の
４０
ワ
ッ
ト

の
蛍
光
灯
防
犯
灯
３
９
０
６
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
に
交
換
し
た
ほ
か
、
要
望
等
に
基

づ
き
１
４
０
基
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。
今
年
度
と
来
年
度
の
２
カ
年
で
、
残

り
の
約
７
６
０
０
基
を
交
換
す
る
計
画
で

す
。

北
新
宿
第
二
土
地
区
画
整

理
事
業
の
今
後
の
予
定
は

問
北
新
宿
の
区
画
整
理
は
あ
と
何
年
か
。

答
平
成
２６
年
３
月
現
在
で
約
４1
％
の
事

業
の
進
捗
率
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
約

６
年
程
度
の
期
間
で
の
完
成
を
目
標
に
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

推
進
事
業

問
利
用
し
て
い
る
児
童
数
は
。

答
平
成
２５
年
度
は
、
９
校
の
開
設
が
あ

り
、
市
全
体
の
児
童
の
利
用
人
数
は
８
１

決 算

決 算

決 算

決 算決 算

決 算 決 算

決算
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で
は
、
桶
川
市
、
北
本
市
、
上
尾
市
で
は

食
事
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

鴻
巣
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問
法
人
市
民
税
法
人
税
割
が
２・
６
％
引

き
下
げ
と
な
る
が
、
そ
の
影
響
額
は
。

答
改
正
後
の
税
率
は
、
平
成
２６
年
1０
月

１
日
か
ら
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用

し
、
平
成
２５
年
度
決
算
を
ベ
ー
ス
に
試
算

し
ま
す
と
、
平
成
２7
年
度
は
３
８
０
０
万

円
程
度
、
平
成
２８
年
度
は
９
２
０
０
万
円

程
度
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
減
収
分
は
、
新
た
な
国
税

（
地
方
法
人
税
）
の
創
設
に
伴
い
、
地
方

交
付
税
と
し
て
各
市
町
村
に
配
分
さ
れ
る

予
定
で
す
。

問
法
人
市
民
税
の
課
税
標
準
の
基
と
な

る
「
国
に
お
け
る
法
人
税
額
が
４
０
０
万

円
以
上
の
法
人
」
は
何
社
あ
る
の
か
。

答
平
成
２５
年
度
は
３
４
１
社
、
平
成
２４

年
度
は
３
３
９
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
う
、
本
市
の
影
響
額
は
。

答
平
成
２６
年
度
と
の
比
較
で
は
、
原
付

バ
イ
ク
等
の
税
率
が
引
き
上
げ
と
な
る
平

成
２7
年
度
は
１
２
０
０
万
円
の
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
輪
の
軽
自

動
車
等
の
税
率
も
引
き
上
げ
と
な
る
平
成

２８
年
度
は
、
１
５
０
０
万
円
程
度
の
増
収

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成

の
運
営
は

問「
事
業
者
は
、
そ
の
運
営
の
内
容
に
つ

い
て
自
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公

表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
る
が
、
現
在
、
公
表
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
現
在
、
市
内
の
学
童
保
育
室
は
、
鴻

巣
地
域
が
直
営
で
、
川
里
・
吹
上
地
域
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
指
定
管
理
者
に
よ
り
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
が
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
を
毎
月
実
施
し
、
毎
年
評
価
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
掲
載
し
て
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

問
鴻
巣
地
域
の
学
童
保
育
室
を
吹
上
・

川
里
地
域
同
様
に
対
象
が
小
学
６
年
生
ま

で
広
が
る
と
の
こ
と
だ
が
、
鴻
巣
地
域
の

方
は
利
用
児
童
数
と
受
入
定
員
の
関
係
を

考
え
る
と
か
な
り
厳
し
い
状
況
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
鴻
巣
地
域
の
学
童
保
育
室
は
児
童
セ

ン
タ
ー
に
併
設
し
た
も
の
が
５
カ
所
あ

り
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
借
り
る
な

ど
し
、
あ
る
程
度
の
受
入
れ
は
で
き
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
は
、
５
年
生
・
６
年
生

が
来
年
度
以
降
ど
の
程
度
入
所
す
る
か
十

分
検
討
し
な
が
ら
対
応
方
法
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

ら
の
２
分
の
１
補
助
を
見
込
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
県
の
改
正
に
伴
い
見
直
し
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
食
事
代
の
支
給
に
つ

い
て
、
介
護
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
の

場
合
は
、
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
整
合
性
を
と
る
た
め
自
己
負
担
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

小
児
慢
性
疾
患
児

見
舞
金

問
な
ぜ
改
正
す
る
の
か
。

答
手
術
に
係
る
医
療
費
は
、
医
療
費
と

し
て
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
で

は
行
田
市
と
北
本
市
に
こ
の
見
舞
金
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
は
こ
の
制
度
が

な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
鴻
巣
市
の
２０
万
円

は
県
下
で
最
も
高
額
と
い
う
状
況
で
す
。

今
回
、
条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
２０
万
円
が

年
1
回
の
み
1０
万
円
に
な
り
ま
す
。
災
害

時
の
死
亡
者
に
対
す
る
見
舞
金
が
1０
万
円

と
い
う
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
、
見
直
し
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

難
病
患
者
手
当

問
月
額
５
千
円
の
手
当
を
千
円
ま
で
引

き
下
げ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
難
病
の
指
定
が
５６
疾
患
か
ら
３
０
０

疾
患
に
段
階
的
に
移
行
す
る
と
の
こ
と

で
、
対
象
者
の
数
は
、
国
で
は
１・
９
倍

ぐ
ら
い
の
増
加
と
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の

手
当
に
つ
い
て
県
内
の
市
に
照
会
し
た
結

果
、
鴻
巣
市
を
含
め
、
手
当
を
支
給
し
て

い
る
市
が
1９
市
、
支
給
し
て
い
な
い
市
が

1６
市
、
医
療
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

る
市
が
２
市
と
い
う
状
況
で
し
た
。
鴻
巣

市
の
年
額
６
万
円
は
他
市
と
比
べ
か
な
り

高
額
で
あ
り
、
こ
の
事
業
が
市
の
単
独
事

業
で
全
額
市
の
負
担
と
い
う
こ
と
や
、
今

後
の
難
病
患
者
数
の
増
加
を
踏
ま
え
た
上

で
、
手
当
の
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。ひ

と
り
親
家
庭
等
と

こ
ど
も
の
医
療
費

問
入
院
時
の
食
事
代
が
自
己
負
担
に
な

る
と
の
こ
と
。
近
隣
の
状
況
は
。

答
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
に
お
け

る
食
事
負
担
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
１

日
現
在
、
県
内
６３
団
体
中
、
鴻
巣
市
を
含

め
食
事
代
の
全
額
支
給
が
1９
団
体
、
２
分

の
１
支
給
が
５
団
体
、
非
課
税
世
帯
の
み

全
額
支
給
が
１
団
体
、
支
給
な
し
が
３８
団

体
と
い
う
状
況
で
、
近
隣
市
で
は
、
行
田

市
、
桶
川
市
、
北
本
市
は
助
成
を
行
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
の
医

療
費
に
お
け
る
食
事
負
担
に
つ
い
て
は
、

鴻
巣
市
を
含
め
全
額
支
給
が
３０
団
体
で
、

う
ち
新
座
市
は
非
課
税
世
帯
の
み
を
対
象

と
し
、
そ
の
ほ
か
２
分
の
１
支
給
が
３
団

体
、
支
給
な
し
が
３０
団
体
で
す
。
近
隣
市

条例の一部改正

条例の一部改正

条例の一部改正

条例の制定

条例の一部改正
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い
た
め
、
使
用
す
る
こ
と
で
本
人
負
担
が

減
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
対
策
事
業
負
担
金

問
本
市
を
含
む
県
内
1９
自
治
体
で
行
う

モ
デ
ル
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
平
成
２６
年
度
か
ら
２7
年
度
の
２
カ
年

に
よ
る
事
業
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

糖
尿
病
治
療
未
受
診
者
や
受
診
中
断
者
へ

の
受
診
勧
奨
ま
で
を
行
い
ま
す
。
２7
年
度

は
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
候
補
者
を
決
定
し
、
か
か
り
つ

け
医
と
の
協
議
等
の
上
、
国
保
連
合
会
に

面
接
３
回
、
電
話
４
回
等
保
健
指
導
を
お

願
い
す
る
予
定
で
す
。

北
鴻
巣
駅
自
由
通
路
に

屋
根
の
設
置
予
定
は

問
同
駅
西
口
の
自
由
通
路
に
設
置
す

る
、
屋
根
の
形
状
及
び
完
成
時
期
は
。

答
現
在
、
設
計
中
で
す
が
、
工
事
は
来

年
度
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
大
枠
と
し

て
、
階
段
に
は
全
面
的
な
屋
根
を
、
線
路

上
空
の
自
由
通
路
に
は
部
分
的
な
屋
根
を

設
置
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

その他

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
を
撤
回
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い
て

の
請
願
（
不
採
択
）

 （
賛
成
討
論
）

　
我
が
国
の
憲
法
は
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
主
権
在
民
、
平
和
主
義
、
こ
の
３
点

が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が

あ
っ
て
、
戦
後
我
が
国
は
戦
争
を
す
る
こ

と
な
く
、
誰
一
人
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、

傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
殺
す
こ
と
な

く
、
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
と
い
う
の
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。
日
本
国

憲
法
に
は
、
立
憲
主
義
と
い
う
も
の
が
貫

か
れ
て
お
り
ま
す
。
立
憲
主
義
と
は
、
個

人
の
自
由
、
個
人
の
権
利
、
自
由
を
保
障

し
、
何
よ
り
も
こ
の
憲
法
が
国
の
最
高
法

規
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
こ
の
立
憲

主
義
の
中
に
は
、
権
力
者
の
暴
走
を
抑
え

る
、
拘
束
す
る
。
こ
の
こ
と
が
立
憲
主
義

で
あ
り
ま
す
。
憲
法
９８
条
第
１
項
で
は
、

憲
法
は
国
の
最
高
法
規
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
憲
法
９
条
で
は
、
一
切
の
戦

争
の
放
棄
、
そ
し
て
戦
力
の
不
保
持
、
さ

ら
に
は
交
戦
権
の
否
認
と
い
う
よ
う
に
徹

請 

願

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ッ
ク
ス
の
整
備

問
購
入
す
る
種
類
と
時
期
は
。

答
２
種
類
あ
る
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス
の
金

網
製
を
５
基
と
ネ
ッ
ト
式
の
1５
基
を
購
入

予
定
で
す
。
こ
れ
は
、
当
初
予
算
で
、
金

網
製
を
1０
基
と
ネ
ッ
ト
式
を
２５
基
購
入

し
、
現
在
ネ
ッ
ト
式
の
７
基
の
在
庫
と

な
っ
た
た
め
で
す
。
購
入
時
期
は
、
市
民

の
方
か
ら
の
要
望
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
早
い
う
ち
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
と
は

問
対
象
者
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
目
的
は
。

答
鴻
巣
市
は
、
２
年
間
で
６
百
人
を
目

標
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
度
は

５
６
１
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
、
５
百
人
か
ら
６
百

人
程
度
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
ふ
や
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
補
助
金
を
活
用
し
て
歩

数
計
や
健
康
フ
ァ
イ
ル
を
購
入
し
配
布
し

ま
す
。
な
お
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
は

３０
分
程
度
で
す
。
家
族
な
ど
身
近
な
方
々

に
、
健
康
の
重
要
性
、
栄
養
の
大
切
さ
を

少
し
で
も
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
目
的
で

行
い
ま
す
。

教
育
指
導
費
の
地
域
人

材
活
用
事
業

問
活
用
事
業
の
内
容
は
。

答
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
か
ら

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
た
選
手
を

お
招
き
し
て
、
講
演
を
し
て
も
ら
う
予
定

で
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
中
学
校
で
は
、

５
人
か
ら
６
人
の
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

選
手
の
方
か
ら
講
演
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
と
て
も
好
評
で
し
た
の
で
、
小
学
生

に
も
是
非
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、

今
年
度
も
同
じ
方
々
に
小
学
校
で
も
講
演

を
し
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で

す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
は

問
後
発
医
薬
品
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
差
額
通
知
を
行
う
効
果

は
。

答
年
２
回
通
知
書
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
か
ら
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
の
中
で
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
医

薬
品
の
効
果
が
あ
る
方
約
１
千
人
を
抽
出

し
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

で
通
知
書
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
市
か
ら

対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。
こ
の
お
知
ら
せ

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
発
医
薬
品
は
先

発
医
薬
品
と
成
分
は
同
じ
だ
が
価
格
が
安

補正予算補正予算

補正予算

補正予算

補正予算
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行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

農
業
委
員
会
会
長
へ
の
質
問

新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
へ
の

取
り
組
み
は

問
鴻
巣
市
の
農
業
の
現
状
と
課
題
は
。

答
本
市
の
農
業
人
口
は
２
０
０
０
年
の

３
８
１
１
人
が
２
０
１
０
年
に
は
２
５
０

０
人
に
減
少
し
て
お
り
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
後
継
者
・
担
い
手
不
足
や
耕
作

放
棄
地
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
国
の
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
へ
の

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

答
国
は
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
プ
ラ
ン
」と
し
て
４
つ
の
改
革
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
①
農
地
中
間
管

理
機
構
の
創
設
②
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
③
水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の
見

直
し
④
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
で

す
。
農
業
を
足
腰
の
強
い
産
業
に
し
、
農

業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持

を
図
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
今
後

は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
埼
玉
県
農
林

公
社
と
連
携
・
協
力
し
、
農
地
の
有
効
利

用
の
継
続
や
農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め

る
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

家
族
経
営
農
業
で
採
算
を

問
家
族
経
営
農
業
が
、
飢
餓
や
貧
困
の

克
服
・
食
料
安
全
保
障
・
環
境
や
天
然
資

源
の
管
理
に
有
効
だ
と
認
め
ら
れ
て
い

る
。
今
年
の
米
価
は
、
６０
㎏
１
万
円
程
度

と
低
落
し
て
い
る
。
農
業
を
採
算
の
合
う

重
要
産
業
と
位
置
づ
け
る
農
政
が
展
開
で

き
る
の
か
。

答
規
模
の
大
小
や
経
営
の
形
態
を
問
わ

ず
、
多
様
な
担
い
手
が
地
域
で
安
心
し
て

農
業
を
続
け
、
農
業
・
農
村
社
会
を
維

持
・
発
展
で
き
る
よ
う
農
業
委
員
会
と
し

て
も
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
長
へ
の
質
問

道
徳
の
教
科
化
へ
の
見
解

問
文
科
省
は
、
道
徳
を「
特
別
の
教
科
」

と
位
置
づ
け
、
検
定
教
科
書
の
導
入
を
盛

り
込
ん
だ
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
評

価
は「
記
述
式
」な
ど
の
手
法
で
行
う
方
向

性
も
示
し
て
い
る
。「
子
ど
も
の
心
を
評
価

す
べ
き
な
の
か
」「
過
剰
な
道
徳
教
育
は
こ

ど
も
を
委
縮
さ
せ
抑
圧
す
る
」「
物
事
を
批

判
す
る
力
を
も
た
な
い
人
間
が
育
つ
の
で

は
」な
ど
懸
念
が
あ
る
。
教
育
委
員
長
の

見
解
を
問
う
。

答
価
値
観
の
点
数
化
は
困
難
で
す
。
意

欲
や
努
力
を
教
師
は
認
め
、
理
解
し
適
切

な
評
価
を
す
る
目
を
養
う
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

底
し
た
平
和
主
義
が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。

並
び
に
、
９９
条
で
は
、
天
皇
又
は
摂
政
及

び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ

の
他
の
公
務
員
は
、
憲
法
を
尊
重
し
擁
護

す
る
義
務
を
負
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
憲
法
を
改
め
る
に
は
、
衆

参
の
３
分
の
２
の
発
議
を
も
っ
て
国
民
投

票
に
か
け
る
と
い
う
の
が
憲
法
改
正
の
道

と
し
て
憲
法
９６
条
に
明
記
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
閣
議
決
定
は
、
そ
う
し
た
憲

法
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
一
内
閣
の
意

向
で
憲
法
を
解
釈
改
憲
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
大
変
危
険
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

や
る
な
ら
ば
、
憲
法
９６
条
に
基
づ
い
て
憲

法
を
改
正
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
の
で
、
賛

成
し
ま
す
。

 （
反
対
討
論
）

　
与
党
協
議
で
は
、
特
に
憲
法
の
枠
内
で

で
き
る
自
衛
の
措
置
の
限
界
を
明
確
に
い

た
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
閣
議
決
定
の
中
で

示
さ
れ
た
新
３
要
件
で
す
。
⑴
我
が
国
に

対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
の
み

な
ら
ず
、
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ

れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、

国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権

利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が

あ
る
場
合
に
、
⑵
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が

国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め

に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
時
に
、
⑶
必

要
最
小
限
度
の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
憲

法
上
許
さ
れ
る
自
衛
権
の
発
動
は
自
国
防

衛
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
ま
し

た
。
あ
く
ま
で
も
国
民
の
命
と
平
和
な
暮

ら
し
を
守
る
自
衛
の
た
め
の
措
置
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
他
国
防
衛
そ
れ
自
体
を
目

的
と
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
こ

の
閣
議
決
定
で
は
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

安
倍
首
相
も
、
自
衛
隊
が
か
つ
て
の
湾
岸

戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
で
の
戦
闘
に
参
加
す

る
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
と
断
言
し
て
お
り
ま
す
。
閣

議
決
定
の
冒
頭
に
も
、
他
国
に
脅
威
を
与

え
る
よ
う
な
軍
事
大
国
に
は
な
ら
な
い
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
日

本
の
防
衛
政
策
の
基
本
で
あ
る
専
守
防
衛

は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
衛
隊
を
海

外
に
出
動
さ
せ
戦
闘
を
行
う
こ
と
は
出
来

ず
、
他
国
防
衛
の
た
め
の
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
は
出
来
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
い
た
し

ま
す
。


